
   

    

             

 
 

  

  

新
年
祝
辞 

新
年
明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 

于 

雷 

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
た
。

改
め
て
２
０
１
９
年
を
振
り

返
り
ま
す
と
昨
年
は
収
穫
の

年
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

皆
様
と
一
緒
に
実
践
と
努
力

の
１
年
で
し
た
。
こ
の
１
年

間
で
于
雷
気
功
研
究
会
は
４

つ
の
新
し
い
功
法
を
発
表
し

ま
し
た
。
十
一
月
の
秋
季
練

功
会
で
は
本
部
教
室
の
皆
様

と
気
功
師
た
ち
の
支
部
教
室
の
皆
様
は
大
き
な
進

歩
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
発
表
会
で
は
細
か
い

所
ま
で
上
手
に
表
演
出
来
ま
し
た
。
そ
し
て
４
人

の
方
が
気
功
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
気
功
は

専
業
化
、
社
会
化
、
生
活
化
に
１
歩
前
進
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
会
全
体
の
皆
様
の
努
力
と
熱
意
の
お

陰
で
す
。 

２
０
２
０
年
の
今
年
、
私
は
皆
様
と
一
緒
に
気

功
法
の
開
発
と
研
究
と
創
新
を
や
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
功
法
の
観
賞
性
、
実
用
性
、
楽
趣
性
の
面

で
も
っ
と
努
力
し
た
い
で
す
。
理
論
の
勉
強
で
は

『
孔
子
論
語
』
の
気
功
的
解
釈
ま
で
皆
様
に
紹
介

し
ま
す
。
功
法
で
は
新
年
の
ス
タ
ー
ト
に
『
新
八

歩
健
身
気
功
』
を
皆
様
に
紹
介
し
ま
す
。 

 

今
年
の
干
支
は
鼠
年
で
す
。
特
長
は
敏
捷
、
霊

動
、
歓
楽
で
す
。
こ
れ
は
功
法
伝
授
の
方
向
と
目

標
で
す
。
十
一
月
の
発
表
会
に
向
け
て
会
員
の
皆

様
が
“
動
き
”
始
め

る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。 

２
０
２
０
年
の
日

本
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
世
界
と
一

緒
に
“
動
き
”、
日
本

全
国
と
一
緒
に
“
動

き
”、
于
雷
気
功
研
究

会
会
員
全
員
と
一
緒
に
“
動
き
”、
世
界
と
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

気
功
は
個
人
の
健
康
幸
福
の
為
だ
け
で
は
な
く

周
り
の
人
た
ち
、
社
会
の
人
た
ち
も
健
康
で
幸
福

に
な
る
こ
と
は
私
た
ち
の
責
任
で
す
。
秩
序
を
守

り
、
令
行
禁
止
、
平
和
安
定
の
理
想
を
実
現
す
る

為
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。 

新
年
快
楽
！ 

【２０２０年１月 発行】 
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練
功
の
心
得 

２
０
２
０
年
、
私
は
気
功
入
門
か
ら
練
功
４
８

年
に
な
り
ま
し
た
。 

新
年
の
始
め
に
何
か
練
功
の
心
得
を
皆
様
に
分

亨
、
共
勉
す
る
こ
と
が
あ
る
か
な
と
心
の
中
で
繰

り
返
し
思
っ
て
い
ま
し
た
。
完
善
で
は
な
い
所
は

ど
う
ぞ
指
正
し
て
下
さ
い
。 

 

心
得
一
、
自
然
の
気
を
採
気
し
て
自
身
の
能
力

を
高
め
る
。 

北
京
は
何
千
年
の
古
都
で
す
。
紀
元
前
五
世
紀

に
は
燕
国
の
首
都
で
し
た
。
特
に
元
代
に
中
国
の

政
治
、
経
済
の
中
心
と
な
っ
て
、
多
く
の
風
水
師

や
気
功
師
を
呼
ん
で
気
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
測
り
、

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
頤
和
園
は
代
表
的
な
一
處
で
す
。
今

で
は
世
界
文
化
遺
産
で
高
名
と
な
り
、
世
界
中
の

人
が
知
る
と
こ
ろ
で
す
。 

で
も
人
跡
未
踏
の
場
所
は
頤
和
園
の
後
山
で
す
。

入
門
の
始
め
の
頃
、
私
は
よ
く
一
人
で
月
圓
の
夜
、

練
功
に
行
き
ま
し
た
。
宇
宙
に
意
識
が
広
が
り
、

気
が
見
え
て
き
ま
す
。
ま
ず
色
が
見
え
て
、
形
も

見
え
て
き
ま
す
。
圓
、
四
方
形
、
色
々
な
形
の
気

が
身
に
入
り
、
不
知
不
覚
の
間
に
私
は
人
に
気
を

送
る
能
力
が
身
に
付
き
ま
し
た
。 

 

心
得
二
、
尊
敬
を
獲
得
す
る
。 

私
と
一
緒
に
練
功
す
る
こ
と
で
身
を
温
め
た
り
、

痛
み
を
取
っ
た
り
出
来
る
の
で
、
私
の
周
り
に
練

功
者
が
増
え
ま
し
た
。
皆
様
の
尊
敬
の
ま
な
ざ
し

が
私
の
脳
、
目
、
心
、
身
に
入
る
体
験
で
能
力
が

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
全
身
に
精
気

が
充
満
し
て
関
節
が
パ
ッ
パ
ッ
と
音
を
立
て
て
筋

を
伸
ば
し
ま
す
。
内
気
奔
流
、
身
か
ら
気
の
出
来

栄
え
が
真
に
迫
っ
て
き
ま
す
。 

 

心
得
三
、
済
世
救
人 

練
功
八
年
目
、
１
５
歳
の
時
、
私
は
よ
く
外
気

を
出
し
て
人
に
治
療
を
し
ま
し
た
。
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
２
歳
半
の
全
身
麻
痺
の
子
の

治
療
で
す
。
そ
の
子
の
身
に
気
を
入
れ
る
と
脊
椎
、

の
特
に
首
と
腰
の
経
絡
が
集
ま
る
所
に
塊
が
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
す
。
そ
の
塊
を
外
気
で
疏
導
、
解

散
、
舒
筋
、
活
血
の
技
術
を
使
い
ま
し
た
。
子
ど

も
の
父
親
は
手
術
を
希
望
し
ま
し
た
が
、
母
親
と

親
戚
の
人
た
ち
は
外
気
治
療
を
選
び
ま
し
た
。
３

０
回(

３
コ
ー
ス)

の
治
療
で
患
者
の
子
ど
も
は
立

ち
上
が
り
ま
し
た
。
皆
涙
が
溢
れ
感
動
し
ま
し
た
。 

そ
の
子
が
立
ち
上
が
っ
た
一
瞬
、
私
は
急
に
自
分

自
身
の
気
の
レ
ベ
ル
が
ま
た
新
し
い
境
界
に
入
っ

た
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

心
得
四
、
世
界
と
友
に
な
る
。 

自
然
と
友
に
な
る
。 

 

気
功
の
パ
ワ
ー
が
上
が
る
こ
と
で
私
の
周
り
に

人
が
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
し
た
。
私
は
彼
た
ち
に
経

験
と
知
識
の
勉
強
を
伝
え
ま
し
た
。
私
も
理
論
の

勉
強
が
と
て
も
重
要
な
事
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

１
６
歳
か
ら
老
子
の
《
大
道
経
》
の
勉
強
を
始
め

ま
し
た
。
気
功
の
最
高
崇
旨
は
“
道
法
自
然
”
で

す
。
身
体
的
に
は
溶
入
自
然
で
す
。
自
然
に
進
入
、

自
然
の
気
を
呼
吸
し
、
自
然
の
色
を
見
ま
す
。
気

の
形
と
色
を
体
験
し
ま
す
。
自
然
を
読
み
、
了
解

し
ま
す
。
気
の
規
律
と
流
れ
が
分
っ
て
き
ま
す
。 

  

文
中
の
事
例
は
私
個
人
の
真
実
の
体
験
で
す
。

未
熟
な
小
文
で
す
が
皆
様
の
練
功
に
少
し
で
も
お

役
に
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

 
 

于 

雷 

 ◇
本
部
教
室
木
曜
日
ク
ラ
ス
は 

「
于
式
導
引
行
気
功
」
が
始
ま
り
ま
し
た
！ 

 

于
雷
先
生
の
練
功
経
験
を
使
っ
て
伝
統
中
国
気

功
と
合
わ
せ
た
全
身
真
気
運
行
導
引
と
外
気
外
放

技
術
専
門
訓
練
の
功
法
で
す
。 

全
功
法
共
１
５
式
、
動
作
簡
単
、
意
念
純
正
、

呼
吸
明
確
、
専
門
気
功
師
の
訓
練
と
難
病
持
病
快

復
に
大
き
な
効
果
が
あ
る
法
典
で
す
。 

 



論
語
簡
介 

 

《
論
語
》
は
孔
子
が
弟
子
た
ち
の
質
問
に
対
し

て
答
え
た
も
の
で
す
。 

孔
子
の
名
は
丘
。
別
名
を
仲
尼
と
言
い
ま
す
。

２
５
０
０
年
前
、
中
国
の
偉
大
な
思
想
家
、
政
治

家
、
教
育
家
で
儒
家
学
派
創
始
者
で
す
。
世
界
に

豊
富
な
文
化
遺
産
を
残
し
ま
し
た
。

孔
子
の
思
想
は
博
大
精
深
で
す
。
世

界
文
化
に
深
遠
の
影
響
力
を
持
ち

ま
す
。 

 

《
論
語
》
は
２
０
篇
、
４
９
３
章

か
ら
成
り
、
孔
子
思
想
の
実
力
内
容

は
哲
学
、
政
治
、
経
済
、
倫
理
、
養

生
、
気
功
、
道
徳
、
美
学
、
文
化
、

音
楽
な
ど
孔
子
儒
家
学
説
の
重
要

な
組
成
で
す
。 

 

《
論
語
》
の
中
心
思
想
は
“
仁
”
で
中
国
２
千

年
の
歴
史
を
指
導
し
ま
し
た
。
中
国
の
政
治
、
経

済
、
文
化
、
思
想
の
標
準
尺
度
で
す
。
世
界
中
で

《
論
語
》
の
読
者
は
№
１
で
す
。
孔
子
の
学
説
は

今
で
も
中
国
の
政
治
、
文
化
を
指
導
し
て
い
ま
す
。 

  

◇
本
部
教
室
水
曜
日
ク
ラ
ス
の
講
座
か
ら
◇ 

 

『
論
語
』
」
に
つ
い
て 

・
孔
子
が
弟
子
た
ち
の
質
問
に
対
し
て
答
え
た
二

十
篇
、
四
百
九
十
三
章
か
ら
成
る
問
答
集
で
す
。
・ 

『
論
語
』
の
内
容
は
政
治
、
経
済
、
教
育
な
ど
幅

広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
弟
子
た
ち
だ
け

で
な
く
、
私
た
ち
誰
に
対
し
て
も
生
き
る
た
め
に

必
要
な
正
し
い
世
界
観
や
価
値

観
、
人
生
観
を
示
し
て
く
れ
る
も

の
で
す
。 

・
気
功
に
対
し
て
も
迷
わ
ず
上
達

す
る
方
向
を
示
し
て
、
上
達
の
近

道
を
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。 

《
孔
子
》
に
つ
い
て 

・
中
国
、
山
東
省
曲
阜
出
身
の
政

治
家
・
思
想
家
・
教
育
家
。
・
紀

元
前
五
世
紀
、
春
秋
戦
国
時
代
の

人
・
周
游
列
国(
当
時
の
中
国
は
連
邦
国
だ
っ
た
の

で
、
七
つ
の
国
を
歩
き
、
学
問
を
伝
え
ま
し
た)

。 

・
《
孔
子
》
の
思
想
は
世
界
の
文
化
遺
産
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
《
孔
子
》
は
人
間
の
本
性
を
仁(

大

愛
、
博
愛)

と
と
ら
え
ま
し
た
。
仁
は
《
孔
子
》
の

最
初
か
ら
最
後
ま
で
の
理
論
で
す
。 

・
十
五
歳
か
ら
塾
を
始
め
、
三
千
人
も
の
弟
子
を

持
ち
ま
し
た
。
そ
の
中
の
七
十
二
人
は
政
治
家
・

首
相
レ
ベ
ル
の
人
で
、
国
を
動
か
す
重
要
な
人
物

に
な
り
ま
し
た
。 

 

〈
第
一
篇
〉
第
一
章
学
而
篇(

全
十
六
章) 

(

一
般
論) 

一
、
学
習
し
て
、
学
習
し
た
こ
と
を
復
習
す
る
の

は
と
て
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。 

二
、
友
が
遠
い
所
か
ら
来
て
、
自
分
を
訪
れ
て
く

れ
る
の
は
嬉
し
い
も
の
で
す
。 

三
、
人
が
自
分
の
こ
と
を
理
解
し
な
い
と
き
も
怒

ら
ず
怨
ま
な
い
人
は
よ
い
人
で
す
。 

(

気
功
篇) 

一
、
練
功
し
て
、
練
功
し
た
こ
と
を
よ
く
復
習
す

る
の
は
と
て
も
楽
し
い
こ
と
で
す
。 

二
、
遠
い
所
に
住
ん
で
い
る
知
り
合
い
の
気
功
師

が
、
来
た
り
行
っ
た
り
す
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で

す
。 

三
、
気
功
を
教
え
て
相
手
が
理
解
で
き
な
い
と
き

も
怒
ら
ず
怨
ま
ず
熱
心
に
指
導
す
る
、
そ
う
い
う

先
生
は
良
い
先
生
で
す
。 

 

“
健
身
気
功
八
歩
功
の
講
座
が 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！
” 

２
０
２
０
年
は
“
動
き
”
を
テ
ー
マ
に
健
身
気

功
１
６
歩
功
に
続
い
て
８
歩
功
の
講
座
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 



ダ
ン
ス
の
よ
う
な
功
法
に
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
だ

け
で
意
念
、
呼
吸
の
説
明
不
足
で
は⁈

 
気
功
法
と
す
る
な
ら
ど
ん
な
理
解
が
あ
る
で
し

ょ
う
。 

◎
練
功
す
る
体
の
基
礎
を
作
る
気
功
法
で
す
。 

 

体
の
ど
こ
か
一
部
が
痛
か
っ
た
り
凝
っ
て
る
時

の
改
善
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

(

例)

易
筋
経
や
大
雁
功
の
よ
う
な
功
法
を
す
る
前

に
健
身
気
功
１
６
歩
功
や
８
歩
功
を
す
る
と
関

節
を
無
理
な
く
上
手
に
使
え
ま
す
。 

 
 

 

準
備
運
動
の
効
果
が
あ
る
功
前
功
に
な
り
ま
す
。 

 

風
邪
の
時
な
ど
い
い
汗
を
か
い
て
邪
気
を
は
ら

い
ま
す
。 

◎
新
年
に
于
雷
先
生
は
中
国
に
帰
り
ま
し
た
。 

 

病
院
の
同
僚
に
会
い
ま
し
た
。
気
功
科
に
３
０

人
か
ら
４
０
人
の
人
が
集
ま
っ
て
８
歩
功
を
紹

介
し
ま
し
た
。
気
功
を
知
ら
な
い
人
も
大
勢
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
で
気
功
に
入
り

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
楽
し
み

の
雰
囲
気
を
感
じ
ま
す
・
単
純
素
朴
な
ス
テ
ッ

プ
を
踏
み
な
が
ら
笑
顔
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

于
雷
先
生
の
体
験
は 

「
気
が
飛
び
上
が
り
活
躍
し
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
気
功
科
に
足
を
運
ぶ
時
は
零
下
の
寒

さ
で
す
。
８
歩
功
の
練
功
で
元
気
盛
り
盛
り
に

な
っ
て
気
が
活
動
し
ま
す
。」 

 

「
た
だ
ス
テ
ッ
プ
が
出
来
る
だ
け
で
な
く
体
の

気
が
飛
び
上
が
り
活
躍
す
る
体
験
を
し
て
く
だ

さ
い
。
２
～
３
ケ
月
か
か
る
と
思
い
ま
す
。」 

◎
国
民
性
が
あ
り
ま
す
。
中
国
人
と
日
本
人
の
違

い
が
あ
り
ま
す
。
中
国
人
は
一
緒
に
や
り
ま
す
。

日
本
人
は
静
か
に
そ
ば
で
見
て
い
ま
す
。
勧
め

る
努
力
が
必
要
で
す
。 

◎
ど
う
や
っ
て
気
功
要
素
の
意
念
呼
吸
を
上
手
に

合
わ
せ
る
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。 

◎
于
雷
気
功
研
究
会
は
３
０
年
間
伝
統
気
功
を
勉

強
し
ま
し
た
。 

 

新
し
い
練
功
方
法
が
あ
り
ま
す
か
？ 

 

創
新
、
新
鮮
感
な
ど
工
夫
も
必
要
で
す
。 

 

“
動
き
”
始
め
ま
す
。 

効
果
を
期
待
し
ま
す
。 

 
 

  

◇
本
部
教
室
土
曜
日
１
７
時
ク
ラ
ス
で
は 

于
式
舒
筋
功
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
！ 

 

・
初
め
て
の
逆
式
呼
吸
法
の
伝
授
で
す
。 

・
体
の
筋
を
伸
ば
し
て
年
齢
に
関
係
な
く
凝
り
、

痛
み
に
効
果
的
で
す
。 

・
筋
の
あ
る
所
を
全
部
開
放
し
ま
す
。 

・
内
臓
に
も
目
に
も
筋
が
あ
り
ま
す
。 

・
香
港
の
女
性
は
４
５
歳
で
身
長
が
５
セ
ン
チ
も

伸
び
ま
し
た
。 

于
式
舒
筋
功 

第
一
式 

提
気
展
羽 

第
二
式 

鳳
凰
抖
翅 

第
三
式 

舒
展
天
地 

第
四
式 

単
提
馬 

第
五
式 

白
鶴
献
桃 

第
六
式 

大
鵬
展
翅 

第
七
式 

鷹
撃
長
空 

第
八
式 

盤
馬
回
旋 

第
九
式 

巨
蛇
纒
身 

第
十
式 

龍
形
下
勢 

  

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
気
功
大
師
の
外
気
実
演
動
画
掲
載
中
で
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m

】 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
０
７
０
・
２
１
５
５
・
７
１
３
４ 


